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1.はじめに 

コンクリート構造物では，骨材として川砂および川砂

利の河川産骨材が使用されており，その一部の岩種にア

ルカリシリカ反応（以下，ASR）を生じるものがあると

言われている。ASR を発生させる岩種は全国に広く分布

しており，図-1に示すように飛騨山脈・両白山地から日

本海にかけての地域には，第三紀以降の急速膨張性火山

岩類が分布している 1)。北陸地方では安山岩による急速

膨張性の ASR が顕在化し，富山県内の高速道路では図-2

に示すようなASR劣化したコンクリート構造物が多くみ

られる。河川産の反応性骨材は，多種多様な岩種のもの

が骨材中に混在し，河川の上流部，下流部で反応性骨材

の種類やその含有量が大きく相違している 2）。    

富山県は多くの河川水系があり，使用された河川産骨

材の水系により，ASR による劣化状況が異なる傾向が見

られ，それに応じた対策が必要である。 

本報告では，骨材が採取された河川水域と潜在膨張性

の特徴を整理することを目的に，富山県内の高速道路の

構造物からコンクリートのコア（φ55mm）を採取し，

NaOH溶液浸漬法により 21日後の膨張率を調査したもの

である。 

  
図-1 中部地方の地層や岩体の分布 1) 

 
図-2 ASR劣化したコンクリート構造物（補修済） 

 

 

2. 調査方法 

(1)実橋からのコア採取 

 本調査は，富山県内の高速道路橋に着目し，コンクリ

ート用骨材を河川産骨材の水系ごとに分類し，河川水系

でグループ化した母数の 1/4 を調査対象とする。表-1 に

富山県内の高速道路における潜在膨張性に関する調査の

対象数を示す。 

表-1 潜在膨張性に関する調査対象数 

1.庄川水系 10 60

グループ 29% 25%

2.神通川水系 26 34

グループ 33% 20%

3.常願寺川水系 19 69

グループ 31% 23%

4.早月川水系 25 81

グループ 25% 24%

5.黒部川水系 31 116

グループ 26% 25%

6.小川水系 6 30

グループ 23% 25%

117 390
28% 24%

※大型カルバートボックス，溝橋含む

317合計 424 48 69 1,625 73

26 2 4 120 2 28
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 (2)NaOH溶液浸漬法 

 実構造物から採取したコアの潜在膨張性を調べるため，

NaOH 溶液浸漬法を実施する。NaOH 溶液浸漬法とは，

80℃の高濃度アルカリ溶液（1N NaOH 溶液）に 21 日間

浸漬させ，標点間隔が 100mm の長さの変化を測定するも

のである。式-1にコアの膨張率の算出を示す。 

     
式-1 膨張率の算定式 

ε : 長さ変化率(×10-6又は%) 

L0 : 基長 

X01，X02 : 基準の標準尺及びコアの測定値 

Xi1，Xi2 : 経過時の標準尺及びコアの測定値 

L0・X01，X02・Xi1，Xi2の長さの単位は同一とする。 

なお，この試験法は北陸地方の安山岩に対しては評価

できる方法と言われている 3）。 
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3. 調査結果 

(1)経過年数による潜在膨張性の変化 

 過去に同じ構造物でコア採取し，NaOH 溶液浸漬法を

行った結果と今回の結果を比較する。比較する水系は

NaOH 溶液浸漬後 21 日時点で ASR 膨張が有害とされる

膨張率 3）0.1%を超える神通川水系，常願寺川水系，早月

川水系の 3 つの構造物について比較する。過去の NaOH

溶液浸漬法の結果と今回の結果を比較したグラフを図-3

に示す。比較した結果，神通川水系，早月川水系の構造

物は過去の膨張率に比べて今回の膨張率が低いか，同等

の結果となっている。一方で，常願寺川水系の構造物は

過去の膨張率に比べて今回の膨張率が高いか，同等の結

果となった。そのことから，神通川，早月川水系につい

ては膨張率が同じか低下したと思われ，常願寺川水系に

ついては同じか膨張性が維持されていると推察される。 

 

(2)河川産骨材の区分による潜在膨張性 

 調査の結果，神通川水系，常願寺川水系，早月川水系

は，NaOH 溶液浸漬後 21 日時点で膨張率 0.1%を超える構

造物が多くを占める結果となった。そのことから，建設

時から40年程度経過しても潜在膨張性が高いと推察され

る。一方で庄川水系，黒部川水系，小川水系は，NaOH

溶液浸漬後 21 日時点で膨張率 0.1%未満の構造物が多く

を占める結果となった。そのことから，建設時から 40 年

程度経過し，潜在膨張性が低下したと推察される。各水

系の膨張率分布を図-4および図-5に示す。 

 

4. まとめ 

 各河川水系で潜在膨張性が異なる傾向があることが分

かり，以下のとおりにまとめられる。 

1) 構造物を建設してから年数が経過するとともに ASR

による劣化が進行した場合，潜在膨張性が低下する可能

性があると分かった。 

2) 神通川水系，常願寺川水系，早月川水系については，

建設当時から 40 年程度経過しても，潜在膨張性が高い可

能性があることが分かった。 

 
図-3 潜在膨張性の変化（神通川，常願寺川，早月川水系） 

 

 

図-4 膨張率分布（神通川，常願寺川，早月川水系） 

 

 

図-5 膨張率分布（庄川，黒部川，小川水系） 
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